
機密性２

健診の基準

ｌ

区分 項目 備考

必
須
項
目

身
仏
寺
洲

身長
体重
肥満度
ＢＭＩ

腹囲

理養

血圧測定 原則２回測定値と平均値

心電図
［・拍数

　

ロ巳だ宇 ｆｎ。据り

眼圧

　　　

．

　　　　　　　　　　　　

１日

　

′

視力
隊方 簡豆せノ
呼吸機能 １秒率、％肺活量、％１秒量

エ
ッ
ク
ス
線

・

　

超
音
波

胸部エックス線 ２方向

上部消化管エックス線 食道・胃・十二指腸。 ８枚以上＊１

腹部超音波
検査対象臓器は肝臓（牌臓を含む）・胆のう・膨臓・腎臓・腹部大

動脈とする。 但し、雌臓検出できない時はその旨記載すること。

生
化
学

総蛋白
アルブミン

クレアチニン

ｅＧＦＲ

尿酸
総コレステロール

ＨＤＬ コ レステローノレ

ＬＤＬ コ レステローノレ

Ｖｏｎ‐ＨＤＬ

　

コ レステローノレ

中性脂肪
総ビリルビン

４ＳＴ （ＧＯＴ）

４ＬＴ （ＧＰＴ）

γ一ＧＴ （γ‘Ｔｐ）

ＡＬＰ

血糖（空腹時）
ｂＡＩＣ

血
液
学

赤血球

　　　　　　　　　

、

白血球

血色素

ヘマトクリット

ＣＶ

ＣＨ

ＣＨＣ

血小板数

血
清
学

ＲＰ 定量法
血液型 （ＡＢＯＲｈ） 本人の申し出により省略可
ＢＳ抗原 本人の申し出により省略可

１

　

人日 ドツ



必
須
項
目

尿 尿一般・沈潜
蛋白・尿糖・潜血など

沈潜は、蛋白、潜血反応が陰性であれば省略可

便 潜血 免疫法で実施（２日法）

問
診
・
診
察

医療面接
医療職が担うこと（原則、医師・保健師・看護師とする）

問診票（質問票）は、特定健診質問票２２項目を含むこと。

医師診察 胸部聴診、頚部・腹部触診など。＊２

判
定
・
指
導

結果説明
医師が担うこと。
受診勧奨、結果報告書、特定健康診査対象者には情報提供＊２

保健指導

　

医療職が担うこと（実施者は「特定健康診査・特定保健指導の円滑
な実施に向けた手引き」ｉこ準ずること。医師の結果説明の間での実施

も可とする）受診勧奨、結果報告書、特定健康診査対象者には情報提

供＊２

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目

上部消化管内視鏡 ＊３

乳房診察十マンモグラフィ 影Ｌ

　

，
．｛“ 琴つ判断により省略可。 ＊４

乳房診察十乳腺超音波 乳房診察は医；つ判断により省略可。

婦人科診察十子宮頚部細胞診 後者二ｒ÷‘↓－向か実施づること。

ＰＳＡ

ＨＣＶ抗体 ＊５

＊１ エックス線検査を基本とする。本人及び保険者から内視鏡検査の申し出があった場合は、オプション項目；こ掲げ

る金額を加算し実施する。
＊２ 診察・説明・指導は、施設の実状を踏まえた効率的な運用を認める。なお、原則として医師による診察と結果説
明は別々に行うこと。

　　

′

＊３ 内視鏡検査を行う際は、別途、十分な説明のもとに本人から文書同意を取得すること。原則、鎮痛薬・鎮静薬は
使用しない。
＊４４０歳以上５０歳未満の対象者については、内外斜位方向撮影とともに、頭尾方向撮影を必ず併せて行うこと。
＊５ 厚労省の肝炎総合対策に基づき、未実施の場合は実施を推奨する。



２

　

節目健診・一般健診共通項目

計測

視力検査

聴力検査

理学的検査

血圧測定

尿検査
糞便検査
血液学的検査

イ

ウ

　

エ

　

オ

力

　

生化学的検査

キ

ク
ケ

心電図検査

　　

１

胸部エックス線検査

略淡検査

コ

　

胃部エックス線検査

喫煙歴、服薬歴等（詳細は「標準的な質問票」参照）

身長、体重（標準体重、ＢＭＩ）、腹圏
左・右（ランドルト氏環又は文字視標若しくは卓上型視力検査装

置を使用した遠見視力検査）
左．右 （オージオメーターを使用した１，０００ｌｉｚ及び４，００ＯＨＺの

純音による検査）

胸部聴診、腹部触診（医師の判断により実施）、直腸検査（医師

の判断により実施）
坐位
糖半定量、蛋白半定量、潜血

免疫便潜ｉ無反応検査（２日法） （注１）
末梢血液一般検査（ヘマトクリット値、血色素測定、赤血球数、白血球数）
空腹時血糖 （注２）、 総コレステロール、 ＡＳＴ （ＧＯＴ）、 ＡＬＴ （ＧＰＴ）、
八ＬＰ、γ－ＧＴ （γ－ＧＴＰ）、 空腹時中性脂肪 （注３）、尿酸、クレアチニン

（ｅＧＦＲによる腎機能の評価を含む）、１・ＩＤＬコレステロール、 ＬＤＬコレステ

ロール （注４）

１２誘導

１方向

略疲細胞診。最低３日の畜淡又は３日の連続採疲（注５）

８枚以上。実施にあたっては「胃がん検診のための胃Ｘ線検査マニュア

ル（日本消化器がん検診学会）」を参考にすること（注１） （注６）

サ

　

眼底検査（一般健診においては、医師の判断により実施） （注７）
（注１）

　

２０歳、 ２５歳、 ３０歳の者には実施しない。 また、 ３５歳から３９歳の者については省略可。
（注２） 血糖検査において、健診実施前に食事を摂取している等により空腹時血糖が測定できない場合は、ＨｂＡ

　　　

１ｃを測定すること。ＨｂＡ１ｃを測定した場合は、空腹時血糖検査を実施したこととみなし空腹時血糖

　　　

検査分の単価を請求すること。なお、やむを得ず空腹時血糖以外においてＨｂＡ１ｃを測定しない場合は、

　　　

食直後（食事開始時から３．５時間未満）を除き随時血糖により血糖検査を行うことを可とする。
（注３） 脂質検査において、健診実施前に食事を摂取している等により空腹時中性脂肪が測定できない場合は、 随

　　　

時中性脂肪を測定すること。
（注４） 空腹時中だ靭訓方又は随時中セ懸旨肪が４００ｍｇ／ｄｌ以上や食後採血の場合、ＬＤＬコレステロールの代わりにｎｏｎ－

　　　

ＨＤＬコレステロールにより血中脂質検査を行うことを可とする。

（注５） 問診の結果、５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が６００以上の者のうち希望者に実施する。なお、喫

　　　

煙指数を事前に確認できる場合は当日実施（回収）も可とする。
（注６）

　

本人の希望等により胃部エックス線検査に代えて間内視鏡検査を実施することができる。 その場合の運用

　　　

については、「対策型健診のための胃内視鏡検診マニュアル（日本消化器がん検診学会）」に準じること。
（注７） 眼底検査については、特定健康診査における医師の判断により実施される詳細な健診項目であることから、

　　　　

「標準的な健診・保健指導プログラム”こ基づき、以下の判定基準に該当する者のうち、医師の判断がある

　　　

場合にのみ、一般健診と同時に実施することができる。なお、検査費用の請求は一般健診の費用請求とは別

　　　

に眼底検査を単独で行ったものとして請求すること。また、検査は、手持式、額帯式、固定式等の電気検眼

　　　

鏡又は眼底カメラ撮影（フィルム２枚（現像含む））により実施すること。

　　　

「標準的な健診・保健指導プログラム」別紙２「詳細な健診」項目について（抜粋）

　　　　　　　

以下の白眉軍基準に燕当する者のうち、医鯵が之・愛と認める者については，詳細な健診を実紬する（紙幣こ該当Ｌた脅全てに対して当該鍵幹を実数すること口適当ではな

　　　　　　

く、受診者ザバゴＥ別、年参等名絡まぇ、医師が銅醇ｉにお断ずる必要がある｝．そり群ｒ、健診機闇Ｊ）医師は、当鞍鳩詩を必要と梅新した理な＝を脚哀者～・示すとと掃こ、受診者

　　　　　　

に説明すること：（以下中略〉

　　　　　　　

（２）殿遠穣姦

　　　　　　

○当強年度の健診結果号におもｒ〔、①血圧が以下の”，ものうちいずれかゾ）基準又は常直轄の値がａ、ｂ，ｃのうｔ）いずれかグ）基準に該当したｉｈ

　　　　　　　

　　　

　　

　

　

　　　　　

　　　　　

　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　

ｂ拡張期劃王

　　　　　

桃）一幽媛以上

　　　　　　

壕血糖

　　

ａ 空腹縛塗楕

　　　　　

１齢曜帰１１スた

　　　　　　　　　　　

ｂ

　

壇もｌｋ（糖村’）

　　

（ｉ寺％以上

　　　　　　　　　　　

「随時血糖

　　　　　　

）％琴／ｄｌ以上

＊眼底検査は、当燕年度の特定鰹套診査の結果号のうち、（２）のりうちａ，ｔ１のいずれの類「Ｅの基準にも該当せず、カリ当該年度の幽樗検査の結果を確認することができ

ない鳩合においては，前年度の特定樵資診萱び坤告果蝶において．血糖枝賓の結果が（２）ｉ２のうちａ、ト、ぐのｔ、ずれかの基絹こま亥当した者も含む



３

　

節目健診追加項目
ア

　

尿検査

　　　　　　　

尿沈潜顕微鏡検査 （赤血球、 白血球、 上皮細胞、 円柱、 その他）

イ

　

血液学的検査

　　　

血小板数、末梢血液像
ウ

　

生化学的検査

　　　

総蛋白、 アルブミン、 総ビリルビン、 アミラーゼ、 ＬＤＨ

エ

　

眼底検査

　　　　　　

手持式、 額帯式、 固定式等の電気検眼鏡又は眼底カメラ撮影 （フィルム２枚

オ

　

呼吸機能検査 努力肺活量、１１秒量、１秒率、％肺活量

力

　

腹部超音波検査

　　

（断層撮影法、Ｂスコープ）０１千臓（豚臓を含む）、月賦戦、腎臓、雌臓、腹部大

　　　　　　　　　　

動脈）

４

　

乳がん・子宮頚がん・

ア

　　　

乳がん検診

　　　　

間診、視診（医師の判断により実施）、触診（医師の判断により実施）、乳

　　　　　　　　　　　

房エックス線検査 （内外斜位方向撮影）

（注）

　

４０歳以上５０歳未満の対象者については、内外斜位方向撮影とともに、頭尾方向撮影も併せて行う。
イ

　　

子宮類がん検診

　

間診、 瞳劉旨膏顕微鏡検査 （スメア方式）
（≠り

　　

細胞診の検体自己採取は不可とする。
ゥ

　　

骨粗髭症検診

　　

Ｄ）値 法、ＭＤ 法、Ｃ》① 法、ＤＩＰ 法、Ｓ｝漁 法、ＰＱＣＴ 法、ＲＥＭＳ 法、

５

　

肝炎ウイルス検査
ア

　　　

肝炎ウイルス検査

　　

ＨＣＶ抗体検査、 ＨＢＳ抗原検査、ＨＣＶ抗体の検出 （省略可）

　　　　

ＨＣＶ抗体検査は、ＨＣＶ抗体価をウイルスの有無を判定するため高力価群、中力価群、低力価群に適切に

　

（注１）

　

分類することのできる測定系を用いることとし、中力価及び低力価と判定された者については、ＨＣＶ核

　　　　

酸増幅検査を実施すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

　


